
 I-123

 

(2) 近傍河川水位との関連性の検討 

第 1 回～第 6 回の調査期間の水位の時間変動を図 4.3-14 に示す。九頭竜川の水位は調

査開始の2007年 9月 20日から 2007年 11月 9日までは0.5m前後で比較的安定して推移し

ていた。2007年11月9日～2008年1月6日までの水位は0.5m～1.0mの幅で変動していた。

2008 年 1月 6日以降は 2008 年 6月 30日に水位が 1mに達した以外は 0.5m 前後で推移して

いた。2008 年 6 月 30 日以降は同年 8月 20 日まで水位が増加傾向にあった。 

九頭竜川の水位の変動と三国町二の浜において実施した定点観測写真を比較すると、

2008 年 11 月中旬から 12 月にかけて水位が変動していた時期においては、漂着ゴミが増え

始めた時期であった。しかし北西の季節風が吹き出した時期と一致しており、ゴミの増加

は季節風との関連性が高いように思われた。2008年6月30日には水位が1mに上昇したが、

その前後で漂着ゴミが増加した様子は見られなかった(図 4.3-13)。九頭竜川に蓄積したゴ

ミが流出するには、河川敷が河川水で覆われるような水位になる必要があると言われてい

るが、本調査期間にはそのような水位には達しなかったと思われる。参考までに、2005 年

7 月 4 日に九頭竜川の河口を流下する多くのゴミが観測されているが(阪本、私信)、その

時の水位は布施田観測所で 2.4m であった(図 4.3-16)。 

また、調査期間の水位が平年的な水位であったのか、あるいは特異であったのかを確認

するため、クリーンアップ調査期間を含む過去 5 年間の水位の時間変動を調べた(図 

4.3-15)。その結果、2007 年から 2008 年にかけては水位が 2m～3m を越える日がなく、比

較的水位が安定していた期間であったことがわかる。第 1～6回調査の各調査期間で積算し

た水位の日平均値について 2003 年～2007 年について見ると(図 4.3-16)、特に第 5回～第

6回の梅雨から秋にかけての水位が低い傾向にあったことがわかる。 

 

 

2008 年 6 月 25 日 2008 年 7 月 2日 

図 4.3-13 2008 年 6 月 30 日前後の定点観測写真 

 



 I-124

 

布施田観測所（2007/9/20-2007/11/26）
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図 4.3-14 各クリーンアップ調査期間の水位の時系列 
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布施田観測所（2003年9月-2008年9月）
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                                  ↑2005/7/4 2.4m(河口で多くのゴミの流下が観測された) 

図 4.3-15 5 年間の水位の時間変動 
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図 4.3-16 積算水位の時間変動 

 

(3) 対馬暖流の変動と関連性の検討 

福井県沖及び福井県以西の対馬暖流の強弱は、福井県前面海域へのゴミの漂流量に影響

していると考えられることから、対馬暖流（主に第一分枝流）の時間変動とゴミの量（共

通調査で回収されたゴミの重量：図 4.3-17）の関連を調べた。 

海上保安庁発行の海洋速報から、調査期間について 1週間ごとに日本近海の流れの状況

を図 4.3-18 に示す。福井県の海岸近くの流れの時間変動は、次のようである。第 1 回調

査前の 9月 5日～10 月 3 日の期間には、福井県沖には津軽暖流の第一分枝流と思われる流

れが福井県海岸沿いに明瞭に見られる。この流れは、山口県沖から石川県能登半島沖まで

見られている。第 1回調査終了後の 10 月 10 日～24 日にはこの流れは一旦弱くなるが、10

月 31 日～第 2回調査前の 12 月 5 日には再び明瞭に見られている。しかしながら、12 月 26

日～2008 年 6 月 18 日の間（この間に、4月に第 4回調査、5月に第 5回調査を実施）には、

この流れが見られることもあるが、不明瞭な状況が続いた。その後、6月 25 日以降は徐々

に明瞭に見られるようになってきている。 
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この変動と図 4.3-17 に示したゴミの量の変動を比較すると次のようである。第 2 回調

査（2007 年 11 月）と第 4回調査（2008 年 4 月）のゴミの量の違いは、各調査前の経過時

間に約 2倍の開きがあるのに対し、ゴミの量は第 4回調査が若干多くなっている程度であ

り、経過日数の開きほどにはゴミの量は増えていない。この変動との関連として、第 1～2

回調査の間の流れ（対馬暖流第一分支流）が上述のように一旦明瞭でなくなるものの第 2

回調査前には明瞭に見られている一方で、第 2～4回調査の間には流れは不明瞭のままであ

る。つまり、第 2～4回調査の間には、対馬暖流によって福井県沖に漂流するゴミが少なか

ったことが考えられる。また、第 5回調査（2008 年 5 月）のゴミの量は最も少なくなって

いるが(図 4.3-17）、第 4～5回調査の経過日数が各回の中で最も短かったことに加え、上

述のように対馬暖流が弱かったことも要因として考えられる。 
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図 4.3-17 第 1 回～第 6回までの共通調査における漂着ゴミの重量の推移 
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9 月 5 日  ↓ 10 月 3 日  ↓ 

  

9 月 12 日  ↓ 10 月 10 日  ↓ 

  

9 月 19 日  ↓ 10 月 17 日  ↓ 

  

9 月 26 日  ↓ 10 月 24 日  ↓ 

図 4.3-18(1) 日本近海の海流の時間変動
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10 月 31 日  ↓ 11 月 28 日  ↓ 

  

11 月 7 日  ↓ 12 月 5 日  ↓ 

  

11 月 14 日  ↓ 12 月 12 日  ↓ 

  

11 月 21 日  ↓ 12 月 19 日  ↓ 

図 4.3-18 (2)  日本近海の海流の時間変動
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12 月 26 日  ↓ 1 月 23 日  ↓ 

  

1 月 3 日  ↓ 1 月 30 日  ↓ 

  

1 月 9 日  ↓ 2 月 6 日  ↓ 

  

1 月 16 日  ↓ 2 月 13 日  ↓ 

図 4.3-18(3)  日本近海の海流の時間変動
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2 月 20 日  ↓ 3 月 20 日  ↓ 

  

2 月 27 日  ↓ 3 月 26 日  ↓ 

  

3 月 5 日  ↓ 4 月 2 日  ↓ 

  

3 月 12 日  ↓ 4 月 9 日  ↓ 

図 4.3-18(4)  日本近海の海流の時間変動
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4 月 16 日  ↓ 5 月 14 日  ↓ 

  

4 月 23 日  ↓ 5 月 21 日  ↓ 

  

4 月 30 日  ↓ 5 月 28 日  ↓ 

  

5 月 7 日  ↓ 6 月 4 日  ↓ 

図 4.3-18(5)  日本近海の海流の時間変動




